
■統計の窓 統計の窓■叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱叱

―１――１―

止まらない大都市への人口流出 ～日本創成会議の報告を受けて～

茨城県企画部統計課　人口労働グループ　小野瀬　慎之輔

１　はじめに

　今年の５月８日に民間の有識者による日本

創成会議の人口減少問題検討分科会が，提言

「ストップ少子化・地方元気戦略」の中で2040

年の人口推計を発表しました。

　これによると，地方からの人口流出が続くと

いう前提で，2010年から2040年までの間に

「20～39歳の若年女性人口」が50％以上減少し，

消滅する可能性がある市区町村は全国に896あ

り，その中でも人口が１万人未満で消滅の可能

性が極めて高い市町村は523に上るという結果

でした。このことは，各メディアでも大きく取

り上げられ，記憶に新しい方も多いのではない

でしょうか。

　茨城県も例外ではなく， 44市町村中18市町

村が消滅の可能性があるとしてリストアップ

され，うち３町は人口が１万人未満になり，消

滅の可能性が極めて高いとされました。

　そこで今回は，茨城県常住人口調査結果を基

に，茨城県における人口流出，とりわけ若年女

性（20～39歳）の東京圏（埼玉県，千葉県，東

京都，神奈川県）への人口流出の状況について，

分析していきます。

２　 常 住  人口調査とは
じょうじゅう

　本県が実施している常住人口調査は，直近の

国勢調査結果の人口を基礎とし，これに市町村

から報告される住民基本台帳の増減数を加え

て毎月の県人口を推計しています。

　人口が増減する要因としては，

　①自然動態＝出生者数－死亡者数

　②社会動態＝転入者数－転出者数

があり，この２つの合計が増減数となります。

３　東京一極集中は本当か

　日本創成会議の発表によると，「地方の人口

減少の最大要因は，若者（男女）の大都市（特に

東京圏）への流出によるもの」となっています。

　それでは本当にそうなのか，常住人口調査結

果で確認してみることにします。今回は大都

市，とりわけ東京圏への人口流出の状況を，社

会動態からみていきます。

表１　人口増減数及び社会増減数（過去３年分）

表２　都道府県別・転出超過数上位３位（過去３年分）

　表１は過去３年分の人口増減数とそれに占

める社会増減数を表したものです。その社会

増減数のうち，茨城県からの転出超過数（転出

者数－転入者数）が多い都道府県の上位3位を

表したものが表２になります。

　表２をみると，確かに過去３年，東京都への

人口流出が一番多くなっており，２位，３位

も東京圏になっていますから，茨城県における

人口流出は，東京圏に集中していると言うこと

ができるでしょう。

４　若年女性の人口流出

　さて，茨城県の人口においては，どのような

年齢階層が東京圏へ流出しているのでしょう

か。

　図１は過去3年間（平成23年～平成25年）に

おける年齢別（10歳階級）の東京圏に対しての

移動超過数を表したものになります。
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図１　年齢別・県外(東京圏)移動超過数(H23～H25)

　これをみると，20～29歳の人口流出が際

立っています。また，日本創成会議でも挙げら

れている「若年女性(20～39歳)」に着目すると，

３年間で9,595人の転出超過となっており，若

年女性の東京圏への流出が多くなっているこ

とが分かります。

表３　男女別人口及び減少率

　表３をみると，茨城県内においては，平成26

年10月１日時点で女性人口が男性人口より多

くなっていますが，20～39歳という限られた

範囲で人口を比較すると，女性人口は男性人口

より少なくなっています（10歳階級でみると，

０～59歳の各階級でも同様のことが言える）。

つまり，20～39歳という範囲でみると，女性の人

口は男性よりも少ないのに対して，東京圏への人

口流出は男性よりも多いということになります。

　また，国勢調査のあった平成22年から現在

までの20～39歳人口の減少率を男女別にみる

と，男性が△10.8％，女性が△12.6％となって

おり，若年女性の減少率が男性に比べて高く

なっていることが分かると思います。

　この傾向が続くと仮定すれば，今後も若年女

性の人口減少が続くと予想されます。

　本県でも，そうした流れを止めるべく，働く

場所を確保するということで，企業の誘致等

行ってきていますが，さらに政府の方針で国と

してしっかりした対応が必要になってくるの

ではないでしょうか。

５　若年女性人口の現状

　本県における若年女性の人口変化率（2010年

基準）をまとめると以下のようになります。

６　おわりに

　最近，限界集落についての話題や今回の日本

創成会議による報告など，人口減少についての

話題が大きく取り上げられるようになり，日本

政府は急速に進む人口減少や地方の衰退と

いった長期的な課題に国を挙げて取り組むた

め，地方創生担当大臣を新たに設けました。今

回のことから，国，自治体，そして県民の皆さ

んがそれぞれに危機感を持っていただき，今後，

若者を中心とした人口流出に対し，より有効な

対策や政策を打ち出していく良いきっかけに

なればと思います。
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平成26年度茨城県統計グラフコンクール結果

　統計知識の普及向上を図るとともに，次代を担う児童・生徒を中心に早い段階から統計に慣れ親しん

でもらうことを目的に「第６５回茨城県統計グラフコンクール」が茨城県，茨城県教育委員会及び茨城県

統計協会の主催，並びに茨城新聞社の後援により６部門に分けて行われ，3,974点（9,682人）のご応募

をいただきました。昨年度と比較すると応募点数は減少しましたが，作成者数は増加しており，合作に

よる作品が増えているようです。

　９月17日（水）に茨城県庁で県審査会を開催し，各地区から厳選された４６１作品において審査が行わ

れ，県知事賞５点，県議会議長賞６点，県教育長賞１０点，茨城新聞社長賞５点など１０１点の入選作品が

決定しました。入選作品のうち３２点を全国コンクールに出品し，審査の結果，１点の作品が部門別の第

１位である特選に選ばれたのをはじめ，１点が入選一席，９点が入選，１１点が佳作に入賞するという輝

かしい成績を収めることができました。本県は応募点数が２１年連続で日本一，また，１５年連続で特選を

受賞するなど，長年にわたりトップクラスを維持しています。

　全国コンクール特選受賞者は平成26年11月19日（水）に国立オリンピック記念青少年総合センター

で開催される「第64回全国統計大会」において，県コンクールの上位入賞者は平成27年１月21日（水）

に茨城県庁で開催される「平成26年度統計功労者表彰式」で表彰される予定です。

　平成26年度茨城県統計グラフコンクールの応募・入賞状況は次のとおりです。

平成２6年度茨城県統計グラフコンクール応募・入賞状況

応募状況

入賞状況

計
パソコン統計

グ　ラ　フ　の　部
第５部第４部第３部第２部第１部部　　　　別

3,97451813251,5261,134470応 募 作 品 数

9,6821,31819153,9352,591922応 募 人 数

全国コンクール入賞点数
全国

コンクール

出品点数

作成者数作品点数賞　　　名

（佳作）（入選）（入選一席）（特選）

121－5115県 知 事 賞

22－16136県 議 会 議 長 賞

42－－103110県 教 育 長 賞

2－－－5135茨城新聞社長賞

23－－64525県統計協会総裁賞

－－－－－10650県統計協会会長賞

1191132219101合　　　計
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■茨城県知事賞

　

■茨城県議会議長賞

〈第１部〉
龍ケ崎市立
長戸小学校
２年　　　　

梅澤　奈緒
大貫　麻琴
北澤　真子
油原　暖

※全国コンクール
「入選」受賞

〈第２部〉
日立市立
河原子小学校
３年

根岸　浩志朗
２年

鈴木　隆生

※全国コンクール
「入選」受賞

〈第３部〉
龍ケ崎市立
馴柴小学校
６年　　　　

近野　友南

〈第４部〉
小美玉市立
小川北中学校
３年

重藤　鈴音
長澤　花奈
重藤　緋那

※全国コンクール
「佳作」受賞

〈パソコン統計
グラフの部〉
東海村立
石神小学校
４年

木内　恵人

※全国コンクール
「入選一席」受賞

〈第１部〉
龍ケ崎市立
馴柴小学校
１年　　　　　

近野　颯南

※全国コンクール
「入選」受賞

〈第２部〉
筑西市立
古里小学校
４年

皆川　陽奈子

※全国コンクール
「特選」受賞
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■茨城県教育委員会教育長賞

〈第３部〉
結城市立
結城西小学校
６年　　　

宍戸　承太郎
３年

宍戸　つぶら

〈第４部〉
常総市立
石下中学校
３年

上野　姫果
関　桃佳
中山　優華
木村　桃花
平間　万尋

※全国コンクール
「佳作」受賞

〈第５部〉
つくば市

倉田　廣之

※全国コンクール
「入選」受賞

〈第１部〉
坂東市立
沓掛小学校
１年

澤山　まひろ

〈第１部〉
五霞町立
五霞東小学校
２年

柿沼　歩花
渡邉　涼夏
渡辺　もか

※全国コンクール
「入選」受賞

〈第２部〉
坂東市立
内野山小学校
４年

木村　藍里
増田　梨那

※全国コンクール
「入選」受賞

〈第２部〉
かすみがうら市立
志士庫小学校
２年

小野　煌牙
細野　倖真
３年

白戸　樹里
七條　陸空
松延　雛子

※全国コンクール
「佳作」受賞

〈パソコン統計
グラフの部〉
八千代町立
東中学校
２年

篠原　菜々花
井上　あかり
内田　美羽

※全国コンクール
「佳作」受賞
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〈第３部〉
日立市立
河原子小学校
５年　　　　

鈴木　教弘
島田　晴紀

〈第３部〉
石岡市立
柿岡小学校
５年

加藤　可奈子
江畑　希歩
３年

加藤　里佳子

〈第４部〉
日立市立
泉丘中学校
２年　　　　

佐藤　夢芳

※全国コンクール
「佳作」受賞

〈第４部〉
高萩市立
高萩中学校
３年

大山　勇
澤田　渉大
須田　章裕
古川　恵直美
伊藤　沙弥香

〈パソコン統計
グラフの部〉
八千代町立
東中学校
３年

太田　佳奈
松永　桂奈
野村　柚花
植竹　咲月

※全国コンクール
「佳作」受賞

〈パソコン統計
グラフの部〉
八千代町立
東中学校
３年

鈴木　翔也
中澤　正人
長勢　翔真
栗原　晴海
大久保　逸貴

※全国コンクール
「佳作」受賞

　　◎各部門の区分は以下のとおりです
　　　第１部…………小学校１・２年生の児童
　　　第２部…………小学校３・４年生の児童　
　　　第３部…………小学校５・６年生の児童
　　　第４部…………中学校（注１）の生徒　　
　　　第５部…………高等学校（注２）以上の生徒・学生及び一般　　　
　　　パソコン統計グラフの部…小学校の児童以上

　　　（注１）中等教育学校の前期課程を含む。
　　　（注２）中等教育学校の後期課程を含む。
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